２０６２（2005）年３（６）月１５（２９）日

本日２０６２（2005）年３（６）月１５（２９）日、本ネパール教育医療文化協会において役員会の会長ラジャラム・シュレスタ氏の議長役および役員会の下記の役員の出席により開催された役員会が、社会福祉協議会より命令された手紙２０６１/２０６２取引番号０４０１４の内容について議論し、下記の決議を下した。
１．　理事長　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ラジャラム),RAJARAM) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　出席
２．　副理事長　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ジャナキ),JANAKI) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　　出席
３．　事務総長　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ミナ),MINA) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　　　出席
４．　事務局長　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(二ティー),NITI) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　　出席
５．　幹事　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ウーマ),UMA) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESHTHA)　　　　　　出席
６．　理事　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ナラヤン),NARAYAN) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　欠席
７．　理事　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(サジト),SAJIT) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　　　出席
８．　理事　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ティルタ),TIRTHA) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ラジ),RAJ) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　出席
９．　理事　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(ニシャン),NISHAN) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(シュレスタ),SHRESTHA)　　　　　　欠席
詳細：

1． 理事会の勤務、義務と権利という条文を追加し、総会において議決されたものを実用化するような項目を追加する。

2． 第１６条において定款の改訂を行う祭、総会員数の3分の２の承認が必要であることとその一部は社会福祉協議会に提出するべきとの項目を追加する。

3． 不適切という条を追加し、定款の条や項が既存の法律と合わない場合は自動的に排除になる項目も追加する。


上記のとおり、ネパール教育医療文化協会の定款に社会福祉法２０４９（1993）年、社会福祉規則２０４９（1993）年、社会福祉協議会の方針、規律及び既存の法律に基づいてその協会の定款において上記の項目を改訂する必要があると見られたため下記のとおり改訂された。


ネパール教育医療文化協会の定款の第１３条に理事会の機能、義務と権利の記述において改訂し、総会の議決項目を実施させる。


第１６条により定款改訂を行う際、総会員の３分の２多数の下に行うべきで、その１部を社会福祉協議会に提出すべきとする。


第１９条に不適切という条を追加する。不適切条において本定款の条や項が既存の法律と合わない場合は自動的に排除になる。
